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東
高
に
優
秀
学
校
賞 

「
新
聞
を
読
ん
で
」
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

優
秀
賞
に
古
谷
さ
ん
、
佳
作
に
呉
服
さ
ん 

短
大
卒
業
生
に
北
國
芸
能
賞 

 

今
年
の
北
國
芸
能
賞
に
金
沢

女
子
短
期
大
学
（
現
金
沢
学
院

短
期
大
学
）
卒
業
生
の
竹
枝
は

る
歌
（
本
名
・
北
川
晴
美
）
さ

ん
＝
金
沢
市
東
山
一
丁
目
在
住

＝
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

竹
枝
さ
ん
は
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
番
組
構
成
で
、
小
唄
の
楽

し
さ
、
深
い
味
わ
い
を
広
く
伝

え
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。 中級
者
が
Ｈ
Ｐ
づ
く
り
挑
戦 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
第
七
回
土
曜
大
学
「
中
級

者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
技

術
」
＝
写
真
＝
は
十
月
二
十
九

日
、２
号
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

受
講
者
二
十
人
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
の
知
識
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
の
使
い
方
な
ど
を
学
ん

だ
後
、「
私 

の
お
勧
め
の 

ぺ
―
ジ
集
」 

と
名
づ
け
た 

ホ
―
ム
ペ
ー
ジ 

を
作
り
、
サ 

―
バ
ー
に
ア 

ッ
プ
ロ
ー
ド 

し
ま
し
た
。 

小
嶋
芳
孝
教
授
―
古
代
期
の
物
流 

 

正
倉
院
展
で
紹
介
さ
れ
た
ト
ナ
カ
イ

の
角
は
、
古
代
の
環
日
本
海
世
界
の
物

流
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
島
づ
た

い
に
南
下
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
、
七

世
紀
に
活
発
だ
っ
た
倭
人
の
北
上
、
大

陸
か
ら
の
靺
鞨
（
ま
っ
か
つ
）
の
渡
来
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

遣
唐
使
の
動
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど
を
検
討
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
が
、
角
は
渤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
経
由
で
日
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
渡
来
し
た
可 

能
性
が
高
い
。 

 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学
部
文
化
財
学
科
の
公
開
講
座
は
十
月
二
十
九
日
と
十
一
月
五

日
、
北
國
新
聞
会
館
の
金
沢
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
開
か
れ
、
四
教
員
が
「
日
本
海
世
界

と
加
賀
・
能
登
」
の
テ
ー
マ
で
リ
レ
ー
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
者
は
考
古
学
、
中
世
の

水
運
、
古
代
の
物
流
、
近
世
の
海
運
に
つ
い
て
の
講
義
を
聴
き
、
環
日
本
海
交
流
の
重
要
拠

点
と
し
て
の
加
賀
・
能
登
の
位
置
づ
け
を
学
び
ま
し
た
。
講
義
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。 

清
水
宣
義
教
授
―
考
古
学
的
分
析 

 

能
登
半
島
は
西
か
ら
は
海
流
の
北
上

に
よ
る
漂
着
物
の
た
ま
り
場
。
東
か
ら

は
、
海
流
を
逆
に
進
む
た
め
の
海
上
交

通
の
障
害
だ
っ
た
。
縄
文
時
代
に
は
稚

拙
な
丸
木
舟
、
弥
生
期
に
は
金
属
器
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

舳
先
を
作
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
う
に
は
な
っ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
が
、
日
本
海 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

突
き
出
た
半
島 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
航
行
上
、
東 

西
文
化
の
境
界 

だ
っ
た
。 

 

文
化
財
学
科
公
開
講
座 

４
教
員
が
リ
レ
ー
講
義 

東
四
柳
史
明
教
授
―
中
世
水
運
史 

 

中
世
の
湊
は
、
河
口
か
ら
数
百
メ
ー

ト
ル
遡
っ
た
場
所
で
営
ま
れ
た
。
加
賀
、

能
登
に
は
多
数
の
湊
が
あ
り
、
中
で
も

大
野
湊
は
大
野
川
、
宮
腰
津
（
現
金
石

港
）
は
犀
川
河
口
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
っ
て
、
と
も
に
大
野
荘
湊
と
し
て
物 

 
 
 
 

資
の
輸
送
で
繁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄
し
た
。
そ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

だ
け
に
湊
の
支 

配
、
利
権
を
め 

ぐ
る
争
い
も
絶

え 
 
 
 
 
 
 
 

え
な
か
っ
た
。 

見
瀬
和
雄
教
授
―
近
世
の
海
運 

 

近
世
の
海
運
は
、
中
世
来
の
年
貢
や

特
産
物
輸
送
に
加
え
、
統
一
政
権
の
形

成
に
伴
う
木
材
の
国
家
的
需
要
、
石
高

制
に
よ
る
大
名
蔵
米
の
市
場
へ
の
廻
送

な
ど
で
規
模
が
大
き
く
な
り
、
技
術
も

格
段
に
進
ん
だ
。
加
賀
で
も
海
商
が
活 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

躍
し
た
が
、
藩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
の
窮
乏
で
過 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
な
御
用
金
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

課
せ
ら
れ
、
財 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
を
没
収
さ
れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
者
も
い
た
。 
 

加
賀
・

能
登
は
環
日
本
海
の
拠
点 

 

  

トナカイ角は渤海ルート？ 

大野荘湊が繁栄、利権争いも 

藩政窮乏の裏に海商の盛衰 

 

開
助
教
授
の
作
品 

 

米
教
材
の
表
紙
に 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
の
開
光
市
助
教
授
の
洋
画

「
想
う
」
が
こ
の
ほ
ど
、
米
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
出
版
発
行
の
日
本

研
究
書
「
現
代
日
本
人
の
思
想
」

の
表
紙
＝
写
真
＝
に
採
用
さ
れ

ま
し
た
。 

飛
田
社
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け

る
石
田
校
長
＝
北
國
新
聞
会
館 

佳
作
を
受
賞
し
た
呉
服
さ
ん

（
右
）
、
優
秀
賞
の
古
谷
さ
ん

（
中
央
）
と
石
田
校
長 

の
呉
服
一
穂
さ
ん
が
佳
作
（
五

人
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

十
月
二
十
九
日
に
北
國
新
聞

会
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は

石
田
毅
士
郎
校
長
と
古
谷
さ

ん
、
呉
服
さ
ん
が
出
席
し
ま
し

た
。
石
田
校
長
が
飛
田
秀
一
社

長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
を
受
け

取
り
ま
し
た
。 

 

北
國
新
聞
社
が
小
中
高
校
生

を
対
象
に
今
年
初
め
て
実
施
し

た
「
新
聞
を
読
ん
で
」
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
金
沢
学
院
東

高
校
が
優
秀
学
校
賞
七
校
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
三
年

の
古
谷
知
美
さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
次
ぐ
優
秀
賞
（
三
人
）
、
一
年 

 

 

今
春
制
作
の
６
号
で
、
帽
子

を
か
ぶ
っ
た
男
性
が
机
に
ひ
じ

を
つ
け
、
物
思
い
に
ふ
け
る
様

子
を
描
い
て
い
ま
す
。
画
商
を

通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹

介
さ
れ
た
作
品
を
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
が
「
現
代
的
な
和
を
感
じ
る
」

と
採
用
し
ま
し
た
。 

発
行
・
広
報
室 

 

能登半島は東西文化の境界 


